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で (局所等方性仮説 ),エネルギーの流量 Eと粘性率 yとの二つのパラメタ-だけで決
定されるであろう(局所相似性仮説 )｡このような状態が実現する波数領域 k≫ ko
(ko:例えば E(k)-maxを与える k)においては,次元解析により,
E(k)- 右 喜Ee(k/(E/y3)i)0 (ll)
さらに, yの値が極端に小さい (Reynolds数,R- 払o/yko,uo-(<払2>)li-=｡,が大






















･ - yk.2t ≪ 1のとき, E (k,t)= k~2










とが示されたo また,エネルギ言う< Iul2'の減衰則,乱れの伸縮の ske-nessS-<
(∂払/∂x)3>/<(∂L/∂tr)2>首の時間的変化も計算されたが,結果はいずれもR-…
における漸近的統計理論の結果とよく一致することが確かめられた｡実在の3次元乱流
の場合の数値計算は現在進行中であるが,現在までに得られた結果はやはり漸近スペク
トル(14)と合致 している｡
5.おわりに
修正準正規分布理論の有効性が3次元乱流に対しても実証された場合には,一様等
分性 (減衰 )乱流の問題は一応片づいたと言ってよいであろう｡その後の問題は,そも
そもの乱流理論の発端である平均流を伴う等方性乱流に還らなければならない｡
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